
■とても不安に感じている ■やや不安を感じている ■どちらでもない
■あまり不安を感じていない ■全く不安を感じていない

 東日本大震災から4年。今回4度目の意識調査を行いました。
復興を実感する声が増えてきている一方、記憶の風化を問題視する声も聞かれます。

総評総評

4年という年月が経ち、自然災害に対しての「不安」は、昨年からほとんど変化がないものの、回復・復旧の実感は、
「実感」が2ポイント増加、「実感していない」も1ポイント増加していることから、回答されたほとんどの方が東日本大
震災を経験しているにもかかわらず、意識格差が広がっていることがわかりました。
また、「震災の記憶」では、自分自身、世間一般それぞれで「忘れがちになっている」が5ポイント前後増加し、懸念さ
れている記憶の風化を裏付ける結果となりました。
この結果をご覧いただいたみなさま一人一人が、何かを感じたり考えるきっかけになれば幸いです。

アンケート項目一覧　アンケート項目一覧　※項目をクリックすると調査結果に移動します

Q1.自然災害に対して不安を感じていますか？
Q2.あなた自身の生活について、東日本大震災の発生から、回復・復旧を実感していますか？
Q3.あなた自身、震災の記憶や防災への教訓が忘れがちになっていると思いますか？
Q4.世間一般の人達が、震災の記憶や被災地の状況を忘れがちになっていると思いますか？
Q5.震災時の家族や知人との連絡手段・集合場所などを決めていますか？
Q6.減災・防災対策として何をしていますか？（複数回答）
Q7.もし大地震が発生したら、心配なことはなんですか？（複数回答）
Q8.震災から4年経った現状から、思っていること、求めることなどあれば自由にご記入ください。

Q1.自然災害に対して不安を感じていますか？Q1.自然災害に対して不安を感じていますか？
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■回復・復旧を非常に実感している ■やや回復・復旧を実感している
■どちらともいえない ■あまり回復・復旧を実感していない
■回復・復旧を全く実感していない

■忘れてはいない
■忘れがちになっている
■どちらとも言えない

■忘れられがち
■どちらとも言えない
■忘れられてはいない

■震災前から決めていた通り ■震災後見直した
■震災後決めた ■これから決めようと思っている
■決めていない

 
↑ アンケート項目一覧へ

Q2.あなた自身の生活について、東日本大震災の発生から、回復・復旧を実感していますか？Q2.あなた自身の生活について、東日本大震災の発生から、回復・復旧を実感していますか？

 
↑ アンケート項目一覧へ

Q3.あなた自身、震災の記憶や防災への教訓が忘れがちになっていると思いますか？Q3.あなた自身、震災の記憶や防災への教訓が忘れがちになっていると思いますか？

 
↑ アンケート項目一覧へ

Q4.世間一般の人達が、震災の記憶や被災地の状況を忘れがちになっていると思いますか？Q4.世間一般の人達が、震災の記憶や被災地の状況を忘れがちになっていると思いますか？

 
↑ アンケート項目一覧へ

Q5.震災時の家族や知人との連絡手段・集合場所などを決めていますか？Q5.震災時の家族や知人との連絡手段・集合場所などを決めていますか？

 
↑ アンケート項目一覧へ



■家族の安否 ■水道・電気などライフラインの確保
■食料品の確保 ■通信手段がない
■災害情報の入手 ■家屋の被害
■交通機関の麻痺 ■津波
■その他

Q6.減災・防災対策として何をしていますか？（複数回答）Q6.減災・防災対策として何をしていますか？（複数回答）

↑ アンケート項目一覧へ

Q7.もし大地震が発生したら、心配なことはなんですか？（複数回答）Q7.もし大地震が発生したら、心配なことはなんですか？（複数回答）

 
↑ アンケート項目一覧へ

Q8.震災から4年経った現状から、思っていること、求めることなどあれば自由にご記入くださQ8.震災から4年経った現状から、思っていること、求めることなどあれば自由にご記入くださ
い。い。

詳細は次のページへ>>>
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■　2015年アンケート結果
■　2014年アンケート結果
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■　2012年アンケート結果

 



不安・心配・悩み不安・心配・悩み
～47回答～～47回答～

復興は実感しているが、不安や心配が消えない方。復興そのものの実感がまだ持て
ない方。まだまだ多くの方がこのような思いを抱えています。

風化・危惧風化・危惧
～96回答～～96回答～

被災された方からも意識が薄れてつつある一方、復興半ばの被災地と他の地域との
温度差が年々広がっていると感じている声が増えています。

前進・期待前進・期待
～26回答～～26回答～

あの時の辛さや悲しみが消えたわけではないけれど、前向きに進んでいこうとして
いる姿勢に、こちらも励まされます。

 

Q8.震災から4年経った現状から、思っていること、求めることなどあれば自由にご記入くださQ8.震災から4年経った現状から、思っていること、求めることなどあれば自由にご記入くださ
い。い。

エピソード紹介エピソード紹介
もう4年。まだ4年。（仙台市・30代）
早くもとの場所に帰りたい。（宮城県沿岸南部・30代）
震災で復興しているところとそうでないところの格差がありすぎる。また、仕事がないのはとても困る。（宮城県沿
岸北部・50代）
最近小規模の地震が発生しているので、また大きいのがくるのではないかと不安。（宮城県内陸北部・50代）
原発ですね、これからどうなるか心配です。（福島県・60代以上）
阪神大震災の被災者です。４年前のこともですが、傷が深いです。（その他・30代）

エピソード紹介エピソード紹介
震災時と生活環境が変化し、家も内陸部な為、震災の記憶が薄れています。震災を考える機会が必要に思います。
（岩手県・30代）
風化は仕方ない、けど仕方ないで片付けるべきではないから色々な活動を続けていくことが大切だと思う。（宮城県
沿岸南部・20代）
震災の記憶はまだ残ってはいるが、一方で、あれほどの地震は、もう起こらないだろうという気持ちもある。（仙台
市・30代）
長かったような短いような４年でした。まだまだ沢山の方達が復興とは程遠い所にいることを政府の方達に認識して
もらいたいです。（仙台市・40代）
除染作業員として働き始めて、改めてまだまだ復興されてないと言う感じを受けました。（福島県・30代）

年月の経過とともに防災意識も薄れていく。まさに「天災は忘れたころにやってくる。」の言葉通り常に意識しておき
たい。（福島県・50代）
宮城県から移住すると、震災は「風化」ではなく「他人事」にされているのを感じる。（関東エリア・40代）
まだまだ仮設住宅で生活している人はたくさんいて復興途中なのに、それが全国に伝わりきってない。実際に目で見
ないとわからないことが多い。（その他・20代）
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対　策対　策
～39回答～～39回答～

具体的な防災対策はもちろん、後世に伝えていくこと、防災への意識を高めていく
ことが大切ですね。

絆・思い絆・思い
～24回答～～24回答～

助け合い、協力していくことの大切さは誰もが思っている一方、震災や復興に対す
る思いは人それぞれ。さまざまな思いがあります。

エピソード紹介エピソード紹介
震災後地震が来たら津波が来ると思うようになった。そしていつ何が起きるかわからないから人生後悔しないように
生きることにしました。（宮城県沿岸南部・30代）
石巻市在住です。アーケードがなくなり、市立病院やマンションができて、これからどんな町になるのか楽しみだな
あと思っています。（宮城県沿岸北部・20代）
普段の生活に戻ってしまった今、震災の経験から学んだことも、それを生かそうとしていたことも、忘れがちになっ
ています。しかし一方で復興が滞り、震災を忘れることのできない人たちや、震災をきっかけに復興・防災の取り組
みをしている人たちもいらっしゃいます。今はその人達を応援できたらと、考えています。（仙台市・20代）
4年が過ぎた現在でも、常に震災を意識して生活しているのは私だけではないと思います。被害の大きかった被災地
の復興を願っています。（仙台市・60代以上）
復興支援にはさまざまな手段があると思うので、一過性ではなく、僅かでも長期的に続けていきたいと思っていま
す。（その他・50代）

エピソード紹介エピソード紹介
自動車社会の田舎では、ガソリンが無いとどうにもならないので、そこの対策をしっかりして欲しい(公共交通機関
が、ほとんどないので)。（岩手県・30代）
私は小学生の頃、先生から毎年6月になると宮城県沖地震の話を聞かされていました。これからの子供たちにもしっ
かり震災の話を伝えていってほしいです。（宮城県内陸南部・30代）
防犯グッズって以外と高いし見た目がカッコ悪い。若者でも手に取り部屋の見える箇所に置いておいても可愛く感じ
るような袋だと、皆もっと購入するのかな？（仙台市・20代）
1人1人が防災意識をもつ。あのときのつらさをもう一度思い起こす機会を作る事が必要だと考えます。（仙台市・
40代）
震災直後の騒動か少し間をおいてからの治安が良くない場所が多々あった。大都市圏で3.11のような災害が起こった
ら治安維持が大きな課題ではないだろうか？自然災害に対しては自治体や各種マスコミが対策を呼び掛けているが同
時に起こりうる治安悪化による人災対策も考えるべきだと思う。（その他・40代）

エピソード紹介エピソード紹介
一人では何もできないので、近所や仲間とチームワークを保って協力したい。（宮城県沿岸北部・50代）
あのときの恐怖や不安、人の優しさ、悲しみ、ずっと忘れないでいたいと思う。とりあえずいまはまだ、復興のみえ
ない人たちが早くいなくなるように願ってやみません。（宮城県内陸北部・50代）
復旧に携わってくれた多くの人に感謝（仙台市・20代）
震災で実家と家族を失いました。行方不明でいまだ見つかっておりません。それでも4年間さまざまなことがありな
がらも生きてきました。報道等で震災を忘れてはいけないといいますが、正直なところもう忘れさせてほしいと思っ
ています。（仙台市・30代）
東北の復興をもっともっと強く伝えていく。そして沢山の人達が足を運んでもらうようにいろいろ訴えて行きたい。
そして改めて感謝の言葉を伝えたい。（福島県・40代）
「絆」と云うけれど…震災を経験したかしなかったかで、分断されてしまった気がして辛い。故郷は同じなのに。
（関東エリア・40代）
祖母や親戚が福島に住んでいて、いつも連絡を取り合っています。震災がきっかけで親密に慣れた親戚もいます。こ
れからも助け合っていきたいと思っています。（その他・40代）

<<<１ページ目へ戻る

アンケート項目一覧　アンケート項目一覧　※項目をクリックすると調査結果に移動します

Q1.自然災害に対して不安を感じていますか？
Q2.あなた自身の生活について、東日本大震災の発生から、回復・復旧を実感していますか？
Q3.世間一般の人達が、震災の記憶や被災地の状況を忘れがちになっていると思いますか？
Q5.震災時の家族や知人との連絡手段・集合場所などを決めていますか？
Q6.減災・防災対策として何をしていますか？（複数回答）
Q7.もし大地震が発生したら、心配なことはなんですか？（複数回答）
Q8.震災から4年経った現状から、思っていること、求めることなどあれば自由にご記入ください。



東日本大震災の被災地域の女性が立
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ト」

「震災に関する意識」アンケート結果【アーカイブ】「震災に関する意識」アンケート結果【アーカイブ】

■　2015年アンケート結果
■　2014年アンケート結果
■　2013年アンケート結果
■　2012年アンケート結果

 

 


	2015_01
	2015_02

